
５
月
３
日
『
５
・
３
愛
媛

憲
法
集
会
』
が
開
か
れ
、
約

４
０
０
人
と
オ
ン
ラ
イ
ン
１

０
０
人
が
参
加
。
記
念
講
演

は
半
田
滋
氏
（
防
衛
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
元
東
京
新
聞
論

説
委
員
）
が
「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
日
本
の
安

全
保
障
政
策
」
と
題
し
て
講

演
。
ロ
シ
ア
の

30年
間
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の

20年
間
な
ど

を
解
説
し
、
ロ
シ
ア
と
西
側

諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
を
利
用
し
ア
メ
リ
カ

が
軍
備
を
増
強
し
、
ロ
シ
ア

と
の
緩
衝
地
域
が
な
く
な
る

な
ど
の
理
由
か
ら
軍
事
侵
攻

が
起
こ
っ
た
と
指
摘
。
ま
た

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
『
改

憲
を
』
と
な
る
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。
憲
法
９
条
に
対

す
る
政
府
の
解
釈
は
『
外
国

か
ら
侵
略
さ
れ
た
場
合
に
は

自
衛
の
戦
争
を
で
き
る
』
と

説
明
し
て
お
り
、
日
本
の
中

か
ら
プ
ー
チ
ン
の
よ
う
な
な

ら
ず
も
の
が
出
て
き
た
と
き

外
へ
向
か
っ
て
戦
争
し
な
い

た
め
の
歯
止
め
が
憲
法
９
条

で
、
こ
れ
を
な
く
し
て
ど
う

す
る
の
か
」
と
も
指
摘
し
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
に
対
す
る
国

際
社
会
の
排
除
、
経
済
制
裁

の
影
響
や
欧
州
の
軍
事
力
と

同
盟
強
化
の
動
き
、
ロ
シ
ア

と
中
国
が
接
近
し
、
米
欧
・

日
本
な
ど
と
中
露
と
の
二
分

化
の
可
能
性
、
ま
た
中
国
の

軍
事
侵
攻
「
台
湾
有
事
」
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
触
れ
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界

11位
ロ
シ
ア
に

対
し
、
同
２
位
中
国
は
輸
出

入
の
規
模
が
大
き
く
経
済
制

裁
を
受
け
る
と
被
害
が
大
き

い
こ
と
、
状
況
が
違
い
侵
攻

と
支
援
が
困
難
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
状
況
を
説
明
。
一
方

「
日
本
は
安
保
法
制
定
以
後
、

専
守
防
衛
か
ら
逸
脱
し
憲
法

上
保
有
で
き
な
い
と
さ
れ
る

兵
器
を
自
衛
隊
は
事
実
上
保

有
し
、
政
府
は
憲
法
を
変
え

ず
に
安
全
保
障
政
策
の
抜
本

的
な
変
更
を
進
め
、
日
本
は

ア
メ
リ
カ
と
共
同
歩
調
で
中

国
に
対
し
軍
事
力
で
対
抗
し

よ
う
と
す
る
路
線
を
取
っ
て

い
る
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
一
方
で
軍
事
力
が
中
国
に

は
効
か
な
い
こ
と
も
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。
戦
場
に
な
っ

て
困
る
の
は
日
本
だ
け
で
な

い
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
は

世
界
人
口
の
６
割
、
世
界
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
５
割
超
え
る
富
が
集

ま
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
の
物
価
高
・
原
油
高

な
ど
が
も
っ
と
大
規
模
に
起

こ
る
可
能
性
も
あ
る
。
困
る

国
々
は
戦
争
さ
せ
な
い
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
考
え
な
い

と
い
け
な
い
」
な
ど
訴
え
、

最
後
に
「
７
月
参
議
院
選
挙

で
は
、
憲
法
改
正
や
国
防
費

な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
戦

争
か
平
和
か
の
岐
路
。
憲
法

９
条
を
活
か
し
て
日
本
ら
し

い
平
和
の
つ
く
り
方
を
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
集
会
宣
言
を
採
択
し
、

市
内
を
憲
法
パ
レ
ー
ド
し
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

県
本
部
は
４
月

16日
、
拡

大
執
行
委
員
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
で
開
催
し
、

13単
組

19人

が
参
加
。
新
採
職
員
の
組
合

加
入
の
と
り
く
み
状
況
を
交

流
し
、
夏
季
要
求
行
動
で
の

重
点
と
と
り
く
み
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。
組
合
加
入

で
は
、
４
月
１
日
朝
宣
伝
や

組
合
説
明
会
・
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
と
り
く
み
、
加
入
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ケ
ア
労
働
者
処
遇
改

善
で
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
の

収
入
増
で
扶
養
範
囲
を
外
れ

る
の
を
避
け
る
こ
と
を
理
由

に
賃
上
げ
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
る
事
例
が
複
数
あ
っ
た
た

め
、
「
パ
ー
ト
労
働
者
の
賃

金
引
き
上
げ
と
扶
養
範
囲
」

で
、
奈
良
自
治
労
連
の
中
村

書
記
長
（
写
真
）
を
講
師
に
、

扶
養
範
囲
を
超
え
る
賃
上
げ

要
求
の
一
致
点
を
作
り
出
し

た
経
験
を
聞
き
ま
し
た
。
中

村
書
記
長
は
「
扶
養
の
範
囲

内
・
超
え
た
い
人
が
お
互
い

に
ｗ
ｉ
ｎ
ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
よ

う
組
合
員
同
士
で
何
度
も
話

し
合
い
、
１
３
０
万
円
を
超

え
る
収
入
を
得
よ
う
と
ま
と

ま
り
、
今
や
賃
金
を
も
っ
と

上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求

が
主
で
『
妻
か
ら
労
働
者
に

な
っ
た
』
と
の
経
験
が
う
ま

れ
た
」
「
扶
養
の
範
囲
で
働

く
の
が
い
い
と
の
思
い
込
み

の
部
分
も
あ
る
。
組
合
員
と

の
信
頼
関
係
、
要
求
、
何
を

大
事
に
働
き
、
生
活
し
て
い

る
の
か
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
県
本
部
資

料
で
年
収
５
０
０
万
円
の
主

収
入
と
パ
ー
ト
収
入
の
変
化

を
示
し
た
表
で
、
扶
養
の
範

囲
を
超
え
て
も
収
入
が
増
え

れ
ば
世
帯
収
入
と
社
会
保
障
・

年
金
が
増
え
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

《愛媛中央メーデー》３年ぶりのリアル開催。集会後に宣伝行動。労働者の団結で要求実現を！

５月１日愛媛中央メーデーが開かれ約150人が参加。

主催者を代表して今井議長は「『コロナ禍』を乗り越え、参加者を

まじえての３年ぶりのリアル開催にこぎつけました。1922年愛媛県日

吉村（現鬼北町）で四国初のメーデーが行われてから今年100年となる

記念の年です。メーデー参加のみなさん、世界の労働者と連帯し、ロ

シアの軍事侵略の即時中止、ウクライナへの人道支援を強めていきま

しょう。８間働いて普通に暮らせる社会の実現をめざしていきましょ

う。メーデー万歳！」などあいさつ。

来賓あいさつに続いて、県医労連・コープえひめ労組・愛媛県商連

が決意表明を行い、争議・闘争団からの訴えを受け、激励。デコレーションコンテストの表彰も行われました。

「国民のいのちと健康確保へコロナ対策予算の拡充を」「岸田改憲・大軍拡政権反対」「８時間労働が当たり前、

人間らしく生き働くルールの確立」などのメーデースローガン・メーデー宣言を採択し団結ガンバロウで決意を固め

合いました。メーデー集会後に松山市駅前に移動して約50人が参加して、いっせい大宣伝行動を行い、各団体からの

要求を発言しました。同日、宇摩メーデー・新居浜メーデーも開かれました。

（１） 第５４４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ５月２０日

第 ５４４ 号

日 程

【５月】

20 自治労連中央委員会

（静岡・web併用～21）

21 青プロ四国実行委員会

（web）・青年部幹事会

22 平和行進香川から

引き継ぎ（～6/5）

25 愛媛県自治体問題研究所

定期総会・研究例会

28 自治労連青年部office学

習会（web）

【６月】

５ 平和行進高知県境で終結

10 自治労連全国書記学習交

流集会（web）

11 青プロ四国（web）

医療介護評幹事会

自治労連現業評全国学習

交流集会・労働学校（web）

12 保育部会幹事会

18 県本部拡大執行委員会

【７月】

16 県本部第81回定

期大会（松山）



西
予
市
職
労
は
４
月

27日

「
青
年
部
定
期
大
会
」
を
開

催
し

34人
（
う
ち
新
採
４
人
）

が
参
加
。
総
括
で
は
、
二
宮

青
年
部
長
が
「
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
に
対
面

開
催
と
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
『
新
規
加
入
組
合

員
歓
迎
会
』
『
青
プ
ロ
四
国

プ
レ
企
画
ド
キ
ジ
ャ
ム
』

『
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
レ
ゼ
ン

ト
企
画
』
な
ど
青
年
ら
し
い

つ
な
が
り
を
実
感
す
る
活
動

が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
、

事
業
報
告
な
ど
議
案
を
承
認
。

活
動
方
針
で
は
、
由
留
部
新

青
年
部
長
が
「
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

に
力
を
い
れ
て
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
新

規
加
入
組
合
員
の
紹
介
で
は

出
席
の
４
人
が
ひ
と
言
ず
つ

自
己
紹
介
し
、
青
年
部
の
仲

間
に
。
大
会
終
了
後
に
会
場

を
移
し
て
新
規
加
入
者
歓
迎

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
４
月

19日

昼
休
み
に
、
新
採
組
合
説
明

会
を
開
催
し
、
新
採
９
人
と

執
行
部
他
９
人
が
参
加
。
新

採
職
員
と
参
加
者
の
全
員
が

好
き
な
こ
と
・
好
き
な
も
の

を
テ
ー
マ
に
自
己
紹
介
。
ア

ニ
メ
に
興
味
が
あ
る
方
が
多

く
「
同
じ
趣
味
だ
ね
」
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
﨑
委
員
長
が
組
合
と
給
与

明
細
に
つ
い
て
資
料
を
交
え

て
詳
し
く
説
明
。
「
部
署
に

帰
っ
て
自
分
の
給
与
明
細
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
」

と
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

た
め
に
な
っ
た
話
の
締
め
く

く
り
は
、
自
治
労
連
共
済
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
。

１
時
間
弱
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
楽

し
そ
う
に
席
を
立
た
れ
ま
し

た
。

今
治
水
道
労
組
は
４
月

14

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

10人
が
参
加
。
河
上
委
員
長

か
ら
経
過
報
告
と
し
て
「

36

協
定
締
結
」
「
就
業
規
則
変

更
」
な
ど
の
手
続
き
完
了
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
先
月
の

執
行
委
員
会
で

36協
定
を
検

討
し
て
い
る
時
に
「
労
使
協

定
と
労
働
協
約
の
違
い
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
の
意
見

が
出
た
こ
と
か
ら
、
職
場
の

ル
ー
ル
と
効
力
の
序
列
に
つ

い
て
学
習
。
は
じ
め
に
『
就

業
規
則
』
『
労
働
基
準
法
』

『
業
務
命
令
』
『
労
働
協
約
』

『
労
使
協
定
』
『
労
働
契
約
』

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
設
問
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
ル
ー
ル
に

つ
い
て
根
拠
法
や
優
先
度
な

ど
に
つ
い
て
講
師
か
ら
解
説

を
受
け
な
が
ら
回
答
を
理
解

し
ま
し
た
。
単
組
課
題
の
１

つ
と
な
っ
て
い
る
労
働
時
間

管
理
に
つ
い
て
は
「
新
年
度

に
な
り
時
間
管
理
方
法
に
若

干
の
改
善
が
見
ら
れ
た
」
な

ど
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

大
洲
病
院
労
組
は
４
月

25

日
、
執
行
委
員
会
を
ｗ
ｅ
ｂ

で
開
催
し
３
人
が
参
加
。
山

本
委
員
長
か
ら
経
過
と
し
て

４
月

23日
医
療
介
護
評
幹
事

会
で
退
職
手
当
の
試
算
を
し

た
こ
と
に
触
れ
「
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
も
退
職
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
、
正
規
・
非
正
規
問
わ

ず
影
響
が
あ
る
問
題
」
と
報

告
。
今
治
市
・
大
洲
市
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
臨
時
・
非

常
勤
職
員
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
移
行
し
た
職
員
の

勤
務
年
数
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
大
洲
市
は
会
計
年
度

任
用
職
員
以
前
の
勤
務
年
数

は
退
職
手
当
の
計
算
上
考
慮

し
な
い
と
の
説
明
も
、
退
職

手
当
条
例
に
は
記
載
が
無
く
、

こ
の
問
題
を
要
求
書
に
反
映

し
、
期
間
の
通
算
を
求
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
４
月

13日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

15人

が
参
加
。
山
内
委
員
長
か
ら

新
採
職
員
の
組
合
加
入
状
況

な
ど
報
告
。
新
採
職
員
の
氏

名
や
配
属
先
が
書
か
れ
た
リ

ス
ト
を
見
な
が
ら
個
別
対
応

を
す
る
た
め
に
、
執
行
委
員

ご
と
に
割
り
当
て
を
決
め
る

な
ど
さ
ら
な
る
加
入
者
増
に

向
け
た
対
応
を
確
認
。
新
年

度
と
な
り
職
員
異
動
に
伴
う

職
場
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
担
当
役

員
の
確
認
や
単
組
決
算
の
報

告
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
「
パ
ー
ト
の
所
得

と
扶
養
範
囲
」
と
題
し
て
県

本
部
高
尾
委
員
長
を
講
師
に

ミ
ニ
学
習
を
実
施
。
「
一
見

扶
養
範
囲
が
お
得
に
思
え
る

が
、
社
会
保
障
制
度
全
体
で

考
え
る
と
扶
養
範
囲
が
必
ず

し
も
良
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
。
何
よ
り
時
間
単
価
上
昇

で
働
く
時
間
を
調
整
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
職
場
全
体
へ

の
影
響
は
大
き
い
」
な
ど
学

習
し
ま
し
た
。

■
戦
争
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

い
つ
か
日
本
も
狙
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り

ま
す
。
核
を
持
た
な
い
日
本

は
ロ
シ
ア
か
ら
見
れ
ば
弱
者

で
す
。
し
か
し
、
核
は
己
の

身
も
滅
ぼ
す
も
の
。
所
持
し

よ
う
と
は
思
え
な
い
で
す
ね
。

世
界
が
平
和
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
息
子
が
満
３
歳
を
迎
え
、

幼
稚
園
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

環
境
が
変
わ
り
、
言
葉
も
仕

草
も
表
情
も
毎
日
の
よ
う
に

進
化
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

成
長
ス
ピ
ー
ド
に
驚
か
さ
れ

る
毎
日
で
す
。

（
新
居
浜
・
菅
）

■
今
年
は
孫
娘
２
人
が
小
学

１
年
生
に
な
り
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
買
い
ま
し
た
。
元
気
で

通
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
も
う
新
年
度
と
思
っ
て
い

た
ら
４
月
も
終
わ
り
…
。
新

年
度
か
ら
新
た
に
！
と
思
っ

て
い
た
日
記
は
３
日
坊
主
と

も
な
ら
ず
、
２
日
程
度
で
終

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
西
）

■
昨
年
度
中
に
庭
に
植
え
た

桜
が
無
事
に
咲
い
て
く
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
花

見
を
さ
せ
て
く
れ
た
桜
に
感

謝
。
来
年
も
き
れ
い
に
咲
い

て
欲
し
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
先
日
、
犬
の
散
歩
を
し
て

い
る
と
、
額
に
伝
う
汗
か
ら

ふ
と
季
節
の
変
わ
り
目
を
感

じ
ま
し
た
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４４号

２０２２年 ５月２０日

■
５
４
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
は
い
す
い
の
じ
ん
」

（
背
水
の
陣
）
で
し
た
。
正

解
は

19通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

菊
地
紫
帆
（
西

予
）

大
西
京
子
（
周
桑
病
院
）

菅
洋
平
（
新
居
浜
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
４
６
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①役場の○○○○○○が必要。人を増やして

④ほほえみ。「氷の○○○○」

⑦唇の上のひげ

⑧ただ一つに心を傾けるさま。

芸○○○○に生きる

⑨当世風。今風。「越天楽○○○○」

【タテのカギ】

①愛媛のテレビ放送局の一

②飲むことに適した水。飲み水

③か○○、きん○○、こうじょりょう○○

⑤愛媛県南予の市名。○○○○城も

⑥春に地面から炎のような揺らめきが

立ちのぼる現象

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

食
事
・
弁
当
の
準
備
が
助
か
る
！

に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


